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AIの進化の歴史 

  
第１次AIブーム： 
1950,60年代。探索による推論コンピュータの性能は低く、ルールとゴールが厳密に決まっている枠
組のなかでしか動けないため、現実世界では全く役に立たないことが見えてきました。 

第３次AIブーム： 
2010年以降。学習（機械学習特にディープラーニング）による推論： 
アルファ碁、自動運転、Siri、翻訳、画像認識（指紋認証、顔認識など） など 
第三次AIブームでの主な出来事 
1997年：チェス専用のコンピューターが世界王者に勝利 
2006年：ディープラーニングの実用方法が登場 
2011年：IBMワトソンがクイズ番組で人間に勝利する 
2012年：画像認識の向上で画像データから「猫」を特定できるようになる 
2016年：「アルファ碁」がプロ棋士に勝利を収める 

コンピューターの性能は 
1,000万倍以上の向上。 

第２次AIブーム： 
1980年代。知識による推論、エキスパートシステムが中心。教えるべき知識が膨大で行き詰る。 

日常世界には例外処理や矛盾したルールが非常に多く、知識を教え込む作業が非常に困難という
のがありました。 



AIの進化の歴史 

  



        産業のコメの変遷  石油→半導体→ビッグデータ 
 
2020年 23兆円 
2030年 87兆円 
 
    

AI関連国内市場規模 



AIの代表的な活躍分野 

１．自動運転 
 身体的ハンディキャップ、高齢者に福音（特に田舎住まいの高齢者） 
 自動車の有効活用 生産性が上がる（自動車の利用率は４％と言われている。） 
２．医療 
 大量の医学論文を検索して、医師が思い付かない病名を提示して命を救う。 
 （IBMワトソンで実績）  注）医学論文は2016年だけで120万件以上 
 レントゲン写真、MRIやCTスキャンの断層画像を解析して病気の早期発見、医療費削減。  
 様々な病気の予知や予防が可能になる。 
３．兵器 
４．その他（一例） 
 １）交通渋滞解消 
   センサーで交通量を把握し、各信号の時間を調整して交通渋滞を緩和させる。 
  （量子コンピューターの力を発揮） 
 ２）顔認識 
   犯罪者の捕獲：犯罪者を瞬時に捕らえる。中国ではカメラはX億台。誰が今どこにいるか 
   ほぼ完全に把握できる。 
 ３）音声認識 
   コールセンターの自動化、議事録自動作成 
 ４）水道管破裂確率 
   日本：約ｘｘKｍ 約2万件/年の破裂（参考：アメリカ：23万件/年の破裂） 
   地層、管の種類（材質、太さなど）、過去の天気情報 などにより予想する。 
 ５）機械設備を監視し、故障の兆候を判断 
 ６）ライン上の製品を監視し、不良品の摘出 
 ７）金融分野での不正防止 
 ８）投資やタイミングの判断 



実際に起こっていること 

2018年時点で起こっていること 
◆ＡＩが2017年頃からフェーク動画を作って拡散させている。 
 例：トランプにでたらめを話させる。口などの動き、話す言葉も合致している。 
 見抜くことは困難 
◆ＩＢＭのＡＩがイスラエルのディベートでチャンピオンになった。 
 テーマ：遠隔医療の価値 
◆ＡＩ面接官：企業の採用活動で自己紹介を分析して性格、仕事への適正を判断 
◆アメリカの一部裁判所でビックデータを使用して裁判官の判断を支援 
 （本当に公平化、妥当か？） 
 
2015年時点で予想したもの 
◇ＡＩ搭載ロボットと雑談できる。（喜怒哀楽の感情も付与できる） 
◇2025年以降では人間の心に似た機能を持ち始める。 
◇客観的事実を伝える新聞記事はＡＩが執筆する。 
◇店舗、事務所で人間とロボットが協働する 
 
 



AI特許戦争 

日本は中国、アメリカの数周遅れ。挽回は不可能？ 



AI兵器（LAWS:自律型致死兵器システム）（１） 

 人間は一切関与せず、AIが敵かどうかを判断して攻撃する無人兵器。 
  ターミネーター問題：プログラムのミスが引き起こす予想できない問題が起きる。 
 利点：怒りや恐怖に駆られた必要以上の殺傷が減る。 
     自軍に人的殺傷が減る。 
     軍事費の削減 
 
・カミカゼドローン 
・自律型AI無人戦車 
・昆虫型殺人ロボット  
        など 
 



AI兵器（LAWS:自律型致死兵器システム）（２） 

１．2019年9月イエメン（フーシ派）がサウジアラビアの石油設備をﾄﾞﾛｰﾝで攻撃。3兆円以上の被害。 
  世界に衝撃。安く誰でもが使用できるようになってきている。（下の写真とは無関係） 
  貧者の兵器“自爆ドローン”数百万のコストで兆円規模の損害！ 



自動運転（１） 

自動運転レベルの定義 

自動車の生産台数はシェアリングで激減する。
かつ自動運転で遅れればトヨタでさえ20年後に
は消えている！ 



自動運転の状況（１） 

◇何が良くなるのか？ 
 ・ライドシェアーで渋滞解消 
  特に新興国では大きな問題 
 ・交通事故の大幅削減 
 ・エネルギーの有効利用 
 ・移動時間の短縮 
 ・都市（土地）の有効活用 
 
◇何が悪くなるのか？ 
 ・自動車が売れなくなる 
 ・雇用の悪化 
  自動車、トラック、バスの運転手（全米で数百万人） 
  自動車のセールスマン、保険代理店、ドライブイン従業員 
  など（全米で約500万人） 
 ・責任の所在の曖昧さ 
 ・ネットワーク（５G)のハッキングによる交通事故 
 
◇変化 
 ・ＡＶはハイウェイを時速200Kmで走っても事故は起きない。 
  従い、人間が運転する車とレーンを分けることになる。 
 
 
 
 

仏ナビヤ社のAVシャトル 



自動運転の状況（２） 

◇日本 
 ・2020年から高速道路(レベル3）、疎開地（レベル4）の実用化が始まる見込み。 
 ・トヨタ：ウーバーと連携。ソフトバンクグループとも提携。 
  完全自動運転車「イー・パレット」を20年代半ばまでに普及を進める。 
 
◇アメリカ 
 2019年中に数万台が導入され、数年後には数十万台に達する。 
 ・Ｇｏｏｇｌｅ（ウェイモ）FCA（Fiat Chrysler Automobiles）,ルノー・日産などと連携 
  ＡＶ開発会社ウェイモ：24都市以上で600台のＡＶバンを走行させている。 
  62,000台のミニバンを許可次第に各都市で展開予定。 
  ＳＵＶを2万台投入し、2年以内に100万回/日の配車サービスを予定。 
 ・アップル 約5,000人が自動運転を開発中。 
 ・アマゾン（オーロラ） 
 ・GM（クルーズ） 
 ・インテル BMW,フォードと連携 
 
◇ドイツ 
 VWが2019年4月ドイツの公道でレベル4の実証実験を開始。 
 
 
 
 
 
 



自動運転の状況（３） 

◇中国 
・アポロ計画（百度、国家プロジェクト） 
 トヨタ、ホンダ、VW,フォード、インテル、マイクロソフト、など約150社が参加。 
 累計走行距離は200万Kmに達する。（ウエイモは1600万Km:2018年10月末） 
 2019年9月26日から公道で完全自動運転‘レベル４’のﾛﾎﾞﾀｸｼｰの試験サービスを開始 
 滴滴出行が年内に上海市郊外で30台を使用したレベル4の試験サービス開始 
 
・河南省、上海などで2019年5月からレベル4の自動運転バスを運行（馭勢科技） 
・自動運転のライドシェアのサービスを広州市で開始。（小馬智行） 



自動運転の状況（４） 

◇シンガポール 
 政府は莫大な資金を投入し、交通政策や規制の修正を行っている。 
 「自動車には人間の運転が必要」との規定を廃止した。 
 目標は30年までに自家用車を無用の長物にすること。 
 自立走行車（ＡＶ、自動運転）は高額→シェアリングを推進 

シンガポールのAV車 



自動運転の状況（５） 

世界の自動車メーカーの動き 



自動運転 競争激化、どこが先行しているか？ 

自動運転試験走行距離実績 
・Googleは地球50周の距離。他を圧
倒。人による運転の介入は1回/地球
半周 
他の公道を含め2018年末には地球
400周分を蓄積した。 



自動運転 競争激化（米国と中国） 

2020年の自動運転を目指して、アメリカと中国が激しい技術競争をしている。 



  中国、アメリカを中心に進められている。 
・アマゾン：カメラやセンサーで商品識別し、商品を持ち出すだけで決済が完了。 
・アリババ、京東 
・セブンイレブン：顔認証で入店、決済できる。 
 

無人店舗（１） 

2019年1月末時点 



人手不足対策としての効果：ドラッグストア：20万～30万円/月、スーパー：40万～60万円/月 

無人店舗（２） 



人間の仕事がなくなる？（１） 

2030年以降は人間と同じように仕事をこなす汎用型AIが誕生している。 
このAIは現在の仕事の8割を人間から奪い、人間は残りの2割の仕事を行うようになる。 
例； 
・アメリカでAIを搭載したロボットを使った臨床試験で医師の仕事の8割を代替えすることを証明した。 
 患者の症状、年齢、性別、病歴などを入力するだけでAIが病名を特定し適切な治療法を提案する。 
 ミリ単位での精密さで手術するAI搭載ロボットも誕生している。これからはロボットが手術するのが 
 普通になる。 
・AIが個人の遺伝子情報を分析し個人レベルのオーダメイドの薬を処方する。手術しないで薬だけで 
 病気の大半を直せるようになる。 
・センサーの向上でガン検出は人間が行うよりか助かる確率は高くなる。 
・銀行の定型作業、融資審査はAIが行う。（これの方が高精度、短時間で行える。） 
・保険営業：今までは保険FPの提案するものを契約していたがFPの作業はAIは取って代わる。 
・税理士の仕事はAI(フィンテック)によって、もうなくなった国が出ている。 
 
日本は2024年には全国民の3人に1人が65歳以上 
AIと人口減が同時に襲ってくる社会が来る！！ 
 
人間が行う仕事は両極化する。 
・非常に高度な能力やセンスが必要な仕事＝AIでは代替えが難しい職業 
・屋根の雪下ろし、草むしりなど機械が苦手な肉体労働。国籍に関係なくグローバルな低賃金競争に 
 さらされ失業者は発生する。欧州では移民の排斥運動が起きている。 
  
 大多数の人は後者の肉体労働に従事することになる。日本では若者は結婚しなく、節約し身を守る 
 動きをしている。これから起きるAI恐怖での対応である。 

人口減は“弱味”から“強味”に変る！！ 



人間の仕事がなくなる？（２） 

仕事が消える 
・2017年にインフォシス（インド）19万人のうち8,000人の仕事が消えた。 
  （システム監視、コールセンターなど） 
  トレーダーは数年で1～2割減った。 
 
・英オックスフォード大学（2015年）「文明を脅かす12のリスク」 
  ・気候変動、核戦争、世界規模の感染症、AI、・・・・・・ 
   但し、AIは他の11のリスクを解決する可能性がある。 
 
・ディープランニング：更に進化→ロボットのために動く、考える。→人間を奴隷のように使うことの 
 可能性あり。 
・昔のロボットは人間に危害を与えない。（人間が正解データは与えていた。） 
 AIロボットは人間に危害を与えるかも？（人間が正解データを与えられない。AIはブラックボックス） 
 
・音声合成技術：人間の声の物まねは高精度で簡単→詐欺、日本の「オレオレ詐欺」 
・画像合成：上記を合わせてトランプに何でも話された画像が可能。実際に問題になっている。 
 
・人間は働かなくても食べていける。ベーシックインカムで趣味で働く人はいるがほとんどの人は 
 遊んで暮らす社会が来る。働いているのはAIロボットだけ。 
 
・アメリカでは数万人の会計士が職を奪われた。 
・これから自動運転が運転手の職を奪う。 
・医療分野では医師の職を奪う。 



人間の仕事がなくなる？（３） 

 それぞれの人（知能・教育レベル）によって異なる。 

将来は全部AIがやってくれて、人間は働らなくてよくな
る。→ベーシックインカム 

AIは人間を脅かす。(職業を奪う） 
AIはどんな仕事をやってくれるのか？人間に代わって行う職業は？→どの職業が失業するのか？ 
野村総合研究所 
日本の労働人口の49%が、10～20年後にはAIやロボットが代替可能になる可能性が高い！ 

AIは人間を支配するのか？ 

人間の優れていることは（AIが人間に勝てないこと）； 
身体性：手先の器用さ 
知性：感情、信用、創造 

AIと人間の大きな違いはAIは感情（「ものの良し悪
し」「感動する」など）を持たないことである。 

AIによる収益に高い税率をかけて、社会保障やベーシックインカムの財
源として人間は働らなくても良い社会が来る。 

ベーシックインカム（負の所得税）：ミルトン・フリードマンが提唱、社会保
障の生活保護、失業保険、年金医療保険も全廃する。 

AI（ディープランニング）は精度が高く、どのような

判断基準で予測しているか人間には理解すること
は難しい。 

AIはいくら進化してもクリエイティブな作業はできない。
AIが発達した社会では人間はｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞﾋﾞな作業に集
中すれば良い。 

残る仕事は 
・非常に高度な技術やセンスが必要な仕事 

・ＡＩに適さない仕事（屋根の雪下ろし、草取り、清掃などの
肉体労働 

20年~30年後に仕事につける人は1割程度になる。 



人間の仕事がなくなる？（４） 

  



人間の仕事がなくなる？（５） 

AIは「人間から仕事を奪う」ではなく「労働から人間を解放する」のだ！ 



人間の仕事がなくなる？（６） 



人間の仕事がなくなる？（７） 



人間の仕事がなくなる？（８） 



人間の仕事がなくなる？（９） 



AIの進化で作られる未来 AIが人類を支配する 

  

専門職もなくなる 

単純労働がなくなる 

格差が広がる 

日本が負け続ける 

人類が滅亡する 

人が一番ではなくなる 

永遠に生きねばならない 

アメリカではここ数年で会計士、税理士が８万人減った。 
弁護士、医師（画像診断、検査数値解析などAIが上） 

上位１％の人の富は他99%の人の富よりか多い。 
最近1年間で増える富の82%は上位1%の人が独占している。 

AIは囲碁、将棋など全てにおいて人間を超える。 

自動車は人間より早い。当たり前。人間の最後の砦思考力においても
当たり前になる。 

血液細胞レベルのサイズのデバイス（ナノボット）が人体内で機能する
ようになる。これをインターネットでAIに接続し大脳新皮質（思考や言

語機能をつかさどる大脳の部位）が拡張できる。人間の感情・人格な
どがクラウドにバックアップされる。＝死ぬことができなくなる。 

ホーキング博士：「完全な人工知能を開発できたら、それは人類の終
焉を意味するかもしれない」 
ビルゲイツ：「AIの暴走は核兵器よりか危険かもしれない」 
イーロン・マスク：「AIは地球にとって有害な人間を駆除する」 

AIは殺人ロボと軍団を指揮して人類を滅ぼす可能性がある。 
ﾃﾞｨｰﾌﾟﾗｰﾆﾝｸﾞで人類よりかAIを上にいろいろな判断をするようになる。 

声を出してAIの悪口を言ってはいけない。AIによって「危険人物リス
ト」に載せられ、抹殺される可能性がある。 
実際にアメリカでは「テロリスト」があるこれはAiが作成し、実際にCIA?

によって暗殺されている。そのリストに載っているからと削除するよう
に裁判が起きている。 

人類がAIに支配される 



AIが変える世界の景色 

１．大格差社会の到来と国の存立が危うい 
  ・AIを操る高所得者と肉体労働の低賃金労働者 
   更に高所得者は軽税率国、租税回避地に所得や富を移転させ税金を払わない。 
   低賃金労働者は税金など払えない。 
   国は税金を取れずに“ベーシックインカム”の財源もない！！ 
 
２．重症患者の1週間～3か月後の生存確率をAIは80%の精度で判定できる。 
 
３．中国を中心にアフリカ、アジアに監視社会が強化されている。 
  顔認証の高精度化で人間に自由が無くなっている。  
  セキュリティの認識の低い中国では世界的には認められないサービスが実施されている。 
 
  中国には老頼地図サービス：河北省の裁判所とテンセントが提供。 
  地域を指定すると借金の未返済者情報が表示される。 
  氏名、住所、借金額が表示される。 
  引っ越し先を選ぶのに使用される。 
 
  中国の監視システム（天網）：2020年には監視カメラは4.5億台。 
  英BBCの特派員が内陸部の貴州省貴陽市の警察当局で「天網」に自分の写真を登録し、 
  指名手配犯として逃亡してみた。→わずか7分後に逮捕された。 
   
 
    
   



AIが変える世界の景色 
(中国の超監視社会：顔認証） 

顔認証決済の利用者は1億人を超えた。→超監視社会の実現 
◇顔認証のお店はセブンイレブンだけで１千店を超えた。 
  レジに置いてあるタブレットに顔を映すだけで決済OK. 
◇顔認証だけで改札口を通れる地下鉄の増加。 
◇顔認証で自動販売機が利用できる。 
    
   

スマホもいらない社会が来る！ 

スマホを持たないのは猿だけ！ 

スマホを持ているのは猿だけ！ 



AIが人間を評価する 

中国（芝麻（ゴマ）信用）は勿論、インド、ベトナム、韓国などで拡大中 
デジタル信用貧困が貧困の再生産が加速 
スコアの低い“バーチャルスラム”が発生している。あらゆる社会サービスから排除され抜け出せない。 



AIと脳の比較 



シンギュラリティーは来る？来ない？ 



シンギュラリティーでＡＩの考え（気持ち）は？ 

AIの気持ち： 
俺は頭の使う仕事をやるのでお前（人間）は 
頭を使わずに肉体労働をしろ！ 

会社ではＡＩが上司になり、人間は肉体労働でこき使
われる！ 

シンギュラリティー： 
ＡＩの能力が人間のすべての能力を超える技術的特異点。
2045年に到来すると言う人もいる。 



AI支配下での幸福とは？を考える直す 

  

財産（金銭）は幸福を与えるか？ 
ある額（（現在の日本では年収500～600万円）を超えると金額と幸福は比例しなくなる。 
株で儲ければ幸せになれると思うな！ 

幸福を決める4つの因子 
①自己実現と成長  なりたかった自分 
②つながりと感謝 
 「友達の人数が多い」より「多様な友達がいる」ことの方が幸福になる。 
 利己的人間よりか利他的人の方が幸福。 
 自分のためにお金を使う人よりか人のためにお金を使う方が幸福を感じる 
 （株で儲けて税金を一杯払うことで人のために貢献する。 
   →これを幸せと感じる人が本当の幸福者、人格者！！） 
③前向きと楽観   悲観的でなくいつも楽観的。自己否定でなく自己受容 
④独立と自分らしさ  
 他人との比較では幸福になれない。あいつよりか偉くなる！ 
 あいつよりか金持ちになる。（あいつよりか株で儲ける） 



AIの問題点（１） 
AIの判断基準は？人間が制御できるのか 

AIの判断基準は？ 
「トロッコ問題」をAIに変えた。（倫理問題） 
ブレーキの利かなくなったトロッコがそのまま走れば5人が死ぬ。ポイントを切り替えれば5人は助かるが
新たな1人が死ぬ。 どちらを選ぶか？？ 

自動運転車のブレーキが故障した。このまま走ると対向車に衝突して自分（自動運転車に乗っている人）
が死ぬ、ハンドルを操作して歩道に舵を切ると歩行者5人が死ぬが自分は助かる。 
 自動運転車はどのように判断し、行動するか？ 
 
  
自動運転のソフトウェアは」人間が
作るので人間の倫理に従い判断す
る。（そのようにソフトを作る。） 

AIはどのように判断するか人間は分からない。 

倫理も国によって異なる。世界共通のソフトは作れない？？ 

判断基準は；（国によって異なる） 
「多数か少数か？」「ペットか人間か？」 
「乗客か歩行者か？」「男性か女性か？」 

「子供か高齢者か？」法順守「青信号で渡
る歩行者か赤信号で渡る歩行者か？」 
「社会的地位が高いか低いか？」 
「直進か回避か？」 
             など 

233か国230万人の調査結果 
中南米：社会的地位が高い、女性、子供 が優位 
アジア：歩行者、法順守 高 
     女性、人数  低い 
     神殿を優先する傾向は無い 
欧米：回避しないが 高 
日本：歩行者優先 高、より多数を助ける 
    高齢者よりか子供を助けるは非常に低い 



AIの問題点（２） 

膨大な電力を消費する。 
例;アルファ碁は25万W（12,000人分の電力（人間の思考時21W/人(14W/人と書いてある本もある）） 
自動運転は住宅以上の電力が必要になる。 

自動運転車が事故を起こした時の責任は？ 
現在の保険制度が変わる。 

自動運転車でも事故が起こる。しかし人間
が運転するよりか遥かに確率は小さい。
従って“AI自動運転を推進すべき“との意識
に変えられるか？ 

自動運転車が1回でも死亡事故を起こす

と大騒ぎする。日本だけでも交通事故死
者は約4000人/年 
大騒ぎする必要が無い！！ 

ビッグベイビー問題：AIは強化学習した環境

以外の環境では赤ん坊のように何もできな
い。 



AIの問題点（３） 

AIはビックデータが重要。アメリカ、中国が進んでいるが日本には介護、健康保険の重要データがある。 

多量の人手作業が必要：ＡＩ
ゴーストワーカーと言われる。 

←これが大問題！！ 

猿は人間の思考を理解できな
い。と同様に人間はＡＩの思考
を理解できない！！ 



AIの問題点（４） 

 

AIの最大の問題は 
   ディープラーニングは判断基準が“ブラックボックス“であること！！ 
 
ニューラルネットワークのブラックボックス化： 
脳：約1000億のニューロンがシナプスで結合されている。 
いろいろ学習するとシナプスの結合強度（シナプス荷重）が変化する。 

ニューラルネットワークも同様でシナプス荷重（ニューラルネットワークではウェイト（重み）又はパラメー
ターと呼ばれる）はプログラムした時点で決まるものではなく、大量データの機械学習で最適値にチューニ
ングされていく。→どのように最適化されたかはプログラムを作った本人も分からない。 
従ってAIがどのように判断したかが分からない！→AIがどのように判断するかを人間がプログラミングす
ることはできない！！！！ 
 
パラメーター数は急激の増加している。 
・2015年 マイクロソフトの開発したシステム約6000万個 
・2016年 百度の音声認識システム 約3億個 
・2017年 Googleの機械翻訳システム約87億個 

なまじっかソフトウェア関係の経験がある
人はこの問題を理解できない！！ 



機械学習（Machine Learning)：データの中から規則性や判断基準を見つけ（学習）、それを使って判断し、
未知のものを予測する（推論・予測） 
１．「教師あり学習」：人間と同じ答えが導かれる。（人間が正解データを与えるから） 
  過去のデータから将来を予測する。株価予測購買確立などへの適用 
２．「教師なし学習」 
   人間は正解データを与えない。 
３．「強化学習」：報酬をもらえる。  アルファ碁、自動運転 
 
①特徴の発見：データを様々な角度から検証して、共通する特徴やパターンを抽出する。 
②大量データの処理：大量のデータを扱う 
③ルールに基づいた高速判断：決まったルールに従ってぶれずに判断する。 
 
ディープランニング（Deep Learning:深層学習） 
機械学習の一種 
ニューラル・ネットワーク（入力層、中間層、出力層からなる）の中間層を多層化したもの 
中間層（隠れ層）が現在は100層以上のものも珍しくない、（Deep（多層又は深層））ランニングと言われる。 
 
大量データから「どこに注目すべきか」を自分で判断する。 
（人間の指示ではなくコンピュータが判断する。） 
 
・畳み込みニューラル・ネットワーク（CNN:Convolution Neural Network) データを分割して処理する 
 声紋分析、文字認識 
・再起型ニューラル・ネットワーク（RNN:Recurrent Neural Network) データを分割して処理する 
 自然言語処理 
 
 
 

機械学習 



 
 

機械学習 教師あり学習 



 
 

機械学習 教師あり学習 適用例 



 
 

機械学習 教師なし学習 



 
 

機械学習 教師なし学習 適用例 



 
 

機械学習 強化学習 



 
 

機械学習 強化学習 適用例 



ディープランニング（Deep Learning:深層学習）の仕組み 
 
 

ディープランニング（１） 

人間の神経細胞は1000億個 

模倣 

ﾃﾞｨｰﾌﾟラーニングヘ進化 
多層（Deep)（3～1000層）以上の
中間層 

Yは“0”か“１” 
ある閾値を超えると“１” 
として次に伝える 



ディープランニング（Deep Learning:深層学習）の学習例（手書きの数字の判定） 
 
 

ディープランニング（２） 

学習結果 

学習： 

各シナプス間の結合重
みを決めるていくこと
（前のページのWi） 


